
(別紙様式）

計画期間：令和４年度～令和８年度

（令和４年度）

計　画　内　容

　　　　　　１．事業実施の基本方針

　　　　　　２．事業計画

　　　　　　３．事業実施の成果目標と実績

　　　　　　４．事業評価と対応

奈良県　※赤字：道府県毎に記載内容が変わるもの。　※緑字：事業実施計画は事業の実施に合わせ毎年度更新することを想定。

中山間ふるさと・水と土保全推進事業

事 業 実 施 計 画



１．事業実施の基本方針
２．事業計画　
都市住民への普及・啓発 パンフレット等の配布による棚田地域の情報発信都市農村交流イベントの開催 ① ふる水第3-2-(1) 2,466棚田地区の住民への普及・啓発 地域づくり活動や、農業生産基盤保全活動のための研修会の開催地域指導者等を対象とする全国研修会への参加 ② 第3-2-(2) 7,851棚田地区での地域住民活動の支援 地域づくり活動や、農業生産基盤保全活動といった地域住民による活動の支援 ③ 第3-2-(3) 71,197令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度　 　 　 　 　12,054 15,065 18,125 18,125 18,125 　　（実績額）計画事業費中山間ふるさと・水と土保全推進事業（ふる水と土基金）

　本県の中山間地域の農村は農業生産はもとより、自然や文化などの資源を守り育てる重要な役割を担っている。しかしながら、地形条件が厳しく生産効率が悪いため、県内農村のなかでも特に高齢化・後継者不足が進展し、地域活力の低下が懸念される地域となっている
５ヶ年間の事業(量)内容住民組織による棚田地域の農村資源を保全する活動を推進するため、普及、啓発事業を行う事業（取組）名 事業（取組）内容 達成すべき目標との関連 棚田地域の農村資源を保全する活動へ、都市住民等の参加を促す

令和８年度事業実施の基本方針 　農地や土地改良施設の利活用や地域住民活動を推進することで、農地や土地改良施設の有する多面的機能の良好な発揮と地域住民活動の多様な展開を促進し、中山間地域の農村の振興を図る。
事業実施要綱上の該当項目 総事業費

住民活動による棚田地域の農村資源を保全する活動への支援を行う

目標年度現状と課題計画後の目指す姿 　自らの地域が有する農山村の魅力を認識し、地域資源を有効活用することに意欲的な地域と協働して、農山村における住民主導の地域振興につなげる。



３．事業実施の成果目標と実績　都市農村交流イベント開催数 5回 5回農村資源を活用した地域づくり活動の啓発、普及を行う地区数 １地区 5地区農村資源を活用した地域づくり活動を行う地区数 １地区 5地区
４．事業評価と対応　

　

達成すべき目標都市住民等に対する保全活動への参加促進 指標 基準値 目標値 年度ごとの実績① 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 達成度
②

　

達成すべき目標 事業実績の評価 備考外部有識者の所見 所見を踏まえた改善方針
③

② 地域住民による組織的な保全活動の啓発、普及
　 　 　 　

地域住民による組織的な保全活動の啓発、普及組織的な保全活動への支援

③ 組織的な保全活動への支援
① 都市住民等に対する保全活動への参加促進


